
 

 

 

訪問サポートのトカネット代表 藤原宏美 

 

皆様こんにちは。 

年が明けたと思っていたら、いつの間にかもう２月です。毎日寒いですがお元気で

しょうか。新学期や、入学・就職などをむかえる季節を前に、毎年今頃の時期になる

とご相談がとても増えます。 

特に中学生の不登校のご相談が多いです。それから大学生の不登校のご相談も増え

ています。あと２０代のひきこもりの方のご相談。４０代のＳＮＥＰ予備軍の方のご

相談も増えました。 

中学３年生の不登校のご相談はやはり進路の問題です。今は、多様な高校進学の形

があります。通信制高校もありますが、ニュージーランドなどへ高校留学をする子供

もいます。トカネットでも、じっくり大学生のメンタルフレンドトかかわって、毎年

この時期は、自分に合った高校や専門学校や大学に進学する子供たちがたくさんいま

す。 

大学生の不登校の問題も深刻です、地方の親御様からのお電話が多いです。 

大学に行っていると思っていたら、大学から手紙が来て出席していません。テストも

受けていませんと言われるようです。 

あわてて、本人に問いただして事実がわかるという状態です。入学しても、友達がで

きなくて、サークルにも入っていなくて、だんだん授業に出る気力もなくなってしま

い、そのまま、ずっとアパートにこもってしいます。ひとりでも話せる人がいたらと

思います。それだけで、かなり勇気がわきます。 

２０代のひきこもっている人たちは、まだまだ本人が焦ります。２５歳までに、３

０歳までに、何もなかったかのように社会に戻っていたいと思う人がたくさんいます。 

周りが動き出すので、春になれば特にあせります。 

昨年９月に孤立・無業（ＳＮＥＰ）について。「独身・無職者のリアル」という本

を、大学の先生と共著書で出してから、ＳＮＥＰ予備軍の人のご相談が増えました。 

４０代の方が多いです。みんな、普通に人生を生きていきたいだけなのに、うまくい

きません。 

どうしたらいいのかわからなくて苦しんでいる人ばかりです。まずは孤立しない事。

勇気をだして、誰かとつながってほしいです。そこから道は開かれます。 

 

ポラリス通信 
～不登校・ひきこもりの対応ニュース～ 

～１３号－２０１４年２月 1 日発行～ 

＊１０代、２０代、３０代以上の不登校・ひきこもりの方の社会参加を考える NPO法人です。 



社会参加できる見込みがないと道は開けない 

 

 

引きこもりの解決・改善とは何でしょうか。家から出られない、人との関係がうま

くいかない、家族関係が崩れている、心身の調子が悪い…などの日常的なことへの対

処が必要です。しかし、その先にあるのは引きこもりの経験をした人たちが、自分な

りに、自分を生かし、自分なりに納得して社会参加を遂げていくことです。 

個人的な相談や要望を受けてその事態に対処しながら、他方では社会に眼を向け、

可能な協力関係をつくって共同の取り組みを続けることです。社会的な動きがなけれ

ばそのつどの対応は一時的なものにとどまります。社会的な解決・改善の動きのなか

で個別への対処が生きてくるものだからです。 

 

かつて「引きこもりの人が望む将来生活の姿」という調査をしました。１０年以上

も前のことです。通所者を中心に７１名から回答をもらいました。２０代後半の人が

いちばん多く、３０代の人はそれに次いでいました。年齢平均もほぼ１０歳は若かっ

たです。全体として何らかの形で社会参加を希望していましたが、年齢が上がるにし

たがい男女ともに就職よりも、自営業型と SOHO・自由業型が増えていきました。 

十年を経てこのときの様子はより明確になっています。会社に就職する通常の形で

は働けない状況がはっきりしています。社会状況としても自分の身体状況としても意

識せざるを得ない人が多いのです。あわせて両親の高年齢化など家族事情なども変わ

ってきました。 

 

２００２年ごろに３０歳前後の人のグループから「不登校情報センターを働ける場

にしてください」という要請がありました。いかに現実を見据えた要請であったのか

を改めて感じています。事態はすでに十年前にはわかる人にはわかっていたのです。 

その要請に対する私の返事は「不登校情報センターを収入の得られる場にしよう」

ということでした。それが可能な返事でしたし、その取り組みを始めたはずですが、

不十分であったことは確かです。日常のそれ以前の個人的な相談や発生する事態への

対応を優先せざるを得なかったのです。全体的な力量不足があったのです。 

 

２００５年に NPO 法人化した目的の一つは、不登校情報センターをベースにして、

各個人が得意なことを始めやすくする条件をつくることでした。①学校のようにある

期間、技術訓練や対人関係を含む就職型の支援をする方法、②障害者支援を受けるな

ど福祉制度を活用しながら条件に合わせて働く方法、これがそれまで知られている支

援方法でした。引きこもり支援の就職型･福祉型支援は多くの団体で追求しています。

引きこもり支援にはそれらは必要ですが、同時にまたそれでは適合しない人も多くい

ます。 

これに加えて、③自活型の支援方法を探りました。そういう取り組み方法が大事に

なると考えて始めたものです。その面での取り組みが社会全体として遅れている、ほ

とんど見られないなかで独自の取り組みを始めたことになるのかもしれません。 

 



 

自活型の支援活動は、不登校情報センターの場合は二重構造になります。共通のベ

ースになるのが不登校情報センター自体の仕事づくりです。ここでの作業が収入を得

られるようなものにすること、そのためにはその作業が収入になるものでなくてはな

りません。不登校情報センターが収入になる取り組みをすることです。 

私の編集業務を手分けすることから始めました。やがてインターネットに対応する

情報提供作業に移行しました。それは現在も続いていますが、収入面での到達状況は

初歩的レベルです。ここでの作業費から得られる各自の収入の合計（１人当たりでは

ありません）は毎月１５万円前後です。超低目の安定ができています。 

このベースのうえに各自の取り組みを想定しています。それは自営業型のものと

SOHO・自由業型のものを想定しました（調査「将来生活の姿」のよる）。事態の進

行のなかで浮かんできた業務内容は、①創作活動における作品の商品化、②対個人サ

ービス的な取り組み（体験発表・訪問活動・セラピストなど）です。これらは散発的

な取り組みがあるだけで系統的･固定的な活動はまだ現われていません。 

 

しかし、引きこもり経験者の置かれた状況はだんだん切迫してきています。全体的

な様子を見ながら、また周辺のいろいろな社会状況や共同を図りながら、不登校情報

センターの活動の重点を決めなくてはなりません。 

今年は、不登校情報センター自体の収入を上げること、それに参加する当事者の収

入を全体として引き上げることを重点にしなくてはならないと思っています。各自が

何かを試みるときの共通のベース、事務局、広報・企画・営業の支え部分の強化です。 

不登校情報センター自体の収入を上げることに関しては、この３年間に前進はあり

ました。ホームページが充実してきました。全国の支援団体や学校などの情報を幅広

く収集することに成功しています。これをさらに広げることと収益に結びつけること

です。昨年は事務作業グループができました。系統的にこれを追求できる条件ができ

ました。 

インターネットの活用を研究し、独自に収入に結びつける可能性も生まれています。

昨年秋に CSR（企業の社会的責任）が求められる今日的状況にそって、ある広告会

社からその発表の場として不登校情報センターのホームページの活用を持ちかけら

れたことがあります。これは技術的な理由で成立しませんでしたが、研究対象になり

ます。 

類似ではありますがまた別の提案も受けています。これらはホームページが充実し

ていることを社会から評価され、その活用のしかたを企画するように要請されている

状況です。 

巨大なホームページという関心を引く装置や道具を持っているのでそれをもっと

広く活用してはどうですか、と問われているのです。 

 

これらに取り組むなかで、引きこもりの経験者が、今年は少しでも自分なりに納得

して社会参加をする方法の見込みや展望が持てるようにしていきたいと思います。 

 

松田 武己 



 

●NPO法人不登校情報センター 

●訪問サポートトカネット 

 

【発行元】 ポラリス通信編集部 
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TEL／03-5875-3730／090-4953-6033（藤原） 
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URL／http://www.futoko.info/tokanet/ 

 

藤沢市白旗 2-8-10 

 

  須田 和美 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎上記は、全て予約制です（連絡先は下記まで）。 

◎場所： NPO法人不登校情報センター（総武線「平井」駅南口・徒歩５分） 

◎地図はＨＰ参照。 

（１）「訪問サポートを考える親会」 

●うちの子は誰にも会わないと、あきらめないで下さい。 

メンタルフレンドとかかわって、不登校やひきこもりの子供たちが、学校やバ

イトなどを含めた多様な形で社会と繋がっていきます。 

まずは、一緒に考えましょう！！ 

＊日時： ２月２３日（日）１３時～１５時３０分。 

＊参加費：500円。 ＊対象：不登校・未就労の子供の親 

  

 

（３）「大人のひきこもりを考える教室」 

＊レクチュアー：高年齢になった引きこもりの困難を開く道 

＊日時：２月９日（日）、１３時～１５時。 

＊参加費：500円   

＊対象：親・体験者・学びたい人 

 

◆今後のお知らせ 

（２）第１７回不登校・未就労の対応「ミニセミナー＆質疑応答の会」 

 

●何が子供におきているのか。●親が出来る事。●安心出来る人間関係を

作っていくこと。●モチベーション・自己肯定感を上げていくこと。●学校復

帰・バイト・友達づくりなどの社会参加につなげていくこと・・・など専門家と一

緒に考えていきます。 

＊日時：２月２２日（土）、１３時～１６時。 ＊参加費：500円  

＊対象：１０代および２０代前半の子供の親 ・体験者 ・学びたい人 

 

 

 

 


